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研究課題名「喉頭全摘患者における人工鼻（HMEカセット）の気管炎等の予防効果の検証 

：後ろ向きコホート研究」 

 

 

 

１．研究の対象 

2015年から 2023年までに新潟大学または新潟県立がんセンター新潟病院を受診し、喉頭全摘後の管理が行わ

れている患者さん 

 

２．研究目的・方法 

喉頭全摘後で永久気管孔のある患者さんでは、気管内の乾燥などを防ぐ目的のカバーが必要であり、以前は主

にガーゼエプロンでしたが、近年では人工鼻の利用が増えてきました。この人工鼻による気管炎や肺炎の予防

効果は明らかとなっていないため、人工鼻を使っている人と使っていない人の状況について過去のカルテを回

覧し調査します。 

 

研究期間：倫理審査委員会承認日 ～ 2025年 3月 31日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

カルテ録から識別情報（生年月日、性別、初診年月日）、既往歴、 原発部位、病理診断、治療法、予後情報、

嚥下機能などを調査します。使用するデータは個人が特定されないように匿名化を行い、研究に使用します。

研究の成果は、学会や専門誌などの発表に使用される場合がありますが、名前など個人が特定できるような情

報が公表されることはありません。 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、当セ

ンターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

新潟県立がんセンター新潟病院 頭頸部外科 山崎 恵介 

新潟県立がんセンター新潟病院 頭頸部外科 大滝 耕平 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資

料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
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また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いた

だけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに不利益

が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  新潟県立がんセンター新潟病院 頭頸部外科  

当院研究責任者：頭頸部外科部長 山崎 恵介 

連絡先：新潟市中央区川岸町 2丁目 15番地 3   

TEL：025-266-5111 

 

研究代表者： 

住所  新潟市中央区旭町通 1-757 新潟大学医歯学総合病院  

電話番号   025-227-2306          

所属 新潟大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科   氏名 高橋剛史  


